




『現場の教科書Ⅱ』発刊によせて

　公共事業を取り巻く現状においては、ベテラン職員の大量退職により円滑な技

術継承の機会が減少するなど全国的に技術者が不足し、技術の伝承が大きな課題

になっております。

　このため、栃木県では、平成20年度に土木の現場で起きたトラブル対応事例を

集めた「現場の教科書」を作成し、これを現場における研修テキストとして活用

してきました。平成24年には、この「現場の教科書」が土木学会からトラブル事

例の活用や情報化に対する創意工夫について評価を頂き、グッドプラクティクス

賞を頂きました。これを機に、作成から５年が経過した「現場の教科書」を、公

共事業を担う県の関係機関からなる新技術研究会において、新たに『現場の教科

書Ⅱ』として発刊することとしました。

　この『現場の教科書Ⅱ』は、県・市・町のほか県内の公共工事の設計施工に携

わる方々にも御協力を頂き新たに建築部門も追加して、発注側とは違った目線の

トラブル対応事例の提供も頂き編集しました。本書が官民を問わず各分野の幅広

い方々に活用して頂ければ幸いです。

　平成26年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栃木県新技術研究会
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本書の活用にあたっての注意事項について！
◆　対応策については、問題が発生した時点で検討し対応したものであり、
必ずしも最良の解決方法であるとは限らないので注意してください。
◆　計画時点や着工前に十分検討していれば問題が生じなかった案件がほ
とんどであり、準備段階でやらなければならないことを確認する意味で
活用してください。
◆　問題が生じたとき、対応策の１つとして本事例を参考にするもので、
諸条件等を考慮せず対応策どおりに実施することは必ずしも適切ではあ
りません。
◆　本書を身近に置き活用してください。
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■ 調査時に原因があった事例

■ 設計時に原因があった事例
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■ 施工時に原因があった事例

本書の活用にあたっての注意事項について！
◆　対応策については、問題が発生した時点で検討し対応したものであり、
必ずしも最良の解決方法であるとは限らないので注意してください。
◆　計画時点や着工前に十分検討していれば問題が生じなかった案件がほ
とんどであり、準備段階でやらなければならないことを確認する意味で
活用してください。
◆　問題が生じたとき、対応策の１つとして本事例を参考にするもので、
諸条件等を考慮せず対応策どおりに実施することは必ずしも適切ではあ
りません。
◆　本書を身近に置き活用してください。
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原　因 対応策

調査 １ 道路工事（他機関の測量基準点流用について）

　区画整理地内の道路工事における用地立会いにおいて、境界杭を設置したところ図面と現況が一致しない事態と
なった。

・道路計画時に基準点を設置後、現場では他機関におい
て街区基準点が設置されていた。その街区基準点を使
用し幅杭（仮り境界杭）を設置してしまったことによ
る。

・現地に設置した幅杭を動かさないように、官民境界か
ら道路中心線を現場で修正した。

・本来、用地測量の際は基準点間の誤差について確認
し、各々の基準点の採用の可否を検討すべきであった。

県で設置した基準点

他機関で設置した基準点

本来の位置であるべき幅杭

計画道路

官民境界

平面図

他機関で設置した基準点の採用にあたっては、精度を確認しましょう！

原　因 対応策

・土質調査を200m毎に実施していたが、軟弱地盤で
ある箇所は調査地点外であったため想定しなかった。

・調査地点の選定にあたっては、現地踏査等により地形
状況を十分把握し決定することが必要である。軟弱地
盤の区間については粘土質層を取り除き、ＲＣ１００
により路床を置き換えて施工した。

調査 ２

　RC100材で路床を置換する際に計画面まで掘削したところ、一部区間において粘土質の軟弱地盤が露出したた
め、対策を行う必要が生じた。

道路工事（軟弱地盤の露出対策について）

調査地点 軟弱地盤箇所

軟弱地盤をRC100で置換

調査地点
表層工 上層路盤工

下層路盤工
置換路床工

調査地点

200m 200m

計画道路

調査地点の選定にあたっては、現地踏査を十分に行いましょう！
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調査 ３

　地吹雪対策として、防雪柵設置を計画していたが、実施に当り現地の再調査をしたところ、積雪期の地吹雪を発
生させる風向きが道路法線と同方向であることが分かり、対策工の見直しを迫られた。

道路工事（地吹雪対策工検討における現地確認ポイントについて）

原　因 対応策

・防雪柵を路側に設置すれば、地吹雪対策に効果がある
と思い込んでしまった。

・積雪期間中の風向が変化するという認識がなかった
上、地元住民の聞き取りなども含めた事前調査等が不
足していた。

・防雪柵設置に替え、除雪作業の強化及び道路位置確認
のためのスノーポール増設で対応した。

・地吹雪対策事業の検討においては、原因となる積雪及
び風向の確認、地域住民の聞き取りなどの事前調査が
不可欠である。

風向

道路

１月上旬頃

２月上旬頃

２月下旬頃

積
雪
期
の

　風
向
き
の
変
化

防雪柵の設置においては、季節で変化する風向確認が重要です！

調査 ４

　用水路管理者との協議により側溝設置において浸透型の側溝を採用したが、一部区間において浸透層を通じて水
みちが出来てしまい法面が崩壊してしまった。

道路工事（側溝設計について）

原　因 対応策

・現況の地形をよく調査せず、一律に設計を行ったこと
による。

・水路周りの浸透層を撤去するとともに、浸透底板・側
壁をコンクリートで間詰めした。

コンクリートで間詰めを実施

浸透層
を撤去

法面が崩壊 浸透水

透水層

現地の地形を十分把握して、適切な工法の選択が必要です！
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　照明工事を実施したところ、水田の稲が生育不良となり耕作者から苦情を受けた。

調査 ５ 道路工事（照明工事における農作物への対応について）

原　因 対応策

・夜間照明により稲の生育が阻害されることの認識不足
により生じた事態で有り、また、隣接耕作者への説明
が不足していた。

・遮光板を設置し減光することで稲への影響を極力軽減
出来ることを、隣接耕作者へ説明を行い了承を得た。

歩道

光がもれない

光

暗

灯具の中に遮光板を設置
それでも効果なければ外側に設置

道路照明による田畑への影響にも注意しましょう！

調査 ６

　バイパス道路の建設が予定された丘陵地からの水脈を用水として利用していた水田があった。バイパス部の地山
掘削工事により水脈が切断され、水田への用水確保が困難となった。

道路工事（掘削による用水枯れについて）

原　因 対応策

・バイパス道路計画地の周辺環境や土地利用状況の把握
が不十分であった。

・暫定的な対応として、現場のタイヤローラーで水を供
給したり、水田の下にある排水路からのポンプアップ
で用水を確保した。

・恒久的な対策として、機能補償で井戸を掘り、用水を
確保した。

田 田

くぼ地に水がたま
らなくなった

バ
イ
パ
ス

工事により影響が及ぶ周辺の地下水利用について検討しておきましょう！

差し水を人工のくぼ地に集め、
用水として利用していた。

新設した井戸
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調査 ７ 道路工事（コンクリート吹付工部の湧水対策について）

　クラックが生じていた岩掘削面にコンクリート吹付け工を実施したところ、その後の湧水でコンクリート吹付け
部にクラックが発生した。

原　因 対応策

・設計段階で、現地調査（降雨後の法面調査）が不十分
であった。

・施工時に岩掘削面の状況がわかった段階で、湧水を想
定した検討をしなかった。

・クラックの発生状況、湧水量の確認をし、水抜きパイ
プの追加設置をした。

・画一的な工法にこだわらず、現地に整合した工法等の
検討が必要である。

道路

工事完了後に
発生したクラック

コンクリート吹付け工

掘削整形した法面（岩盤）に
生じているクラック

降雨後の湧水状況を確認して必要な排水対策を検討しましょう！

調査 ８ 道路工事（圃場整備事業との用地の調整について）

　バイパス予定区間の一部区間において土地改良（圃場整備）事業が着手されることとなった。事業計画は道路事
業が先行していたため既に丈量測量も完了していたことから、これに基づき土地改良事業者は事業を進めた。
　しかし、現場着手は土地改良工事の方が早く、道路改良工事が着手した時には土地改良事業により地盤高が変
わっていた。これにより法長が変わり、不要の用地が生じてしまった。

原　因 対応策

・土地改良事業においては、土砂の量により田面高さが
変わるため、計画どおりに高さを仕上げることが難し
いことによる。

・両事業が事業開始時から調整を図っていれば、現場完
了後に境界を確定させることもできたが、今回はその
手法もとれなかった。

・路側帯を広くして対応した。

用地買収線

施工後地盤高

土地改良事業 道路事業

計画高

連携する事業においては、事業着手前からの調整が必要です！
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調査 ９ 道路工事（保安林解除の申請について）

　保安林解除が必要な道路事業において、部分的に保安林解除（申請）がもれてしまい施工が出来なくなった。

原　因 対応策

・保安林解除の申請において、事業計画地が保安林に
なっているか林班図において確認作業をしたが、別葉
の図面に整理されているものの確認がもれてしまっ
た。

・追加申請を行い、許可をもらってから工事を再開した。
・保安林解除に関しては、手戻りで再申請が難しいため
申請にあたって確認（現地、既存資料）を行うべき。

・林班図の確認においては、営林署の方に見てもらうな
ど、馴れた人にチェックをしてもらうのが有効である。

林班図が別葉で存在し、確認がもれてしまった。ベテランにチェックしてもらいましょう！

図面

図面

調査 10 道路工事（工事施工に必要な土地の借地について）

　施工のために隣接する土地の借用が必要不可欠な工事において、用地買収時に借地の協力を依頼してなかったこ
とから、工事発注後に発注者が借地交渉をした。しかし、地権者の都合により施工者の工程に添った借地ができな
かった。このため、ブロック積工、既存構造物撤去工が減工となり、受注金額の30%が減額となった。

原　因 対応策

・用地買収に協力してくれた地権者であったため、借地
の協力も可能であろうと発注者が安易に考えていたこ
とによる。

・発注者が借地契約を結び、翌年度、別途工事として発
注し、道路を完成させた。

A氏所有水田

拡幅部既存道路

ブロック積工

構造物撤去

未買収 買収済み
A氏所有山林

工事に必要な調整は工事発注前にしておきましょう！
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調査 11

　道路拡幅工事に伴い、道路敷きにあった地元共同アンテナが添架されている電柱（占用柱）の移設が生じた。電
柱の持ち主が地元共同アンテナ組合に移設するよう依頼したところ、移設工事費用が多額なため、地元組合から道
路工事発注者に対して苦情が寄せられた。

道路工事（支障電柱移設に伴う添架線について）

原　因 対応策

・電柱持ち主への占用者確認を怠ったことによる。 ・地元共同アンテナ組合との協議、移設の時間が必要な
ことから、工事を一時中断した。

・古い地元ケーブルＴＶなどの添架線は電柱にステッ
カーが貼られてない場合が多いため、電柱持ち主への
確認作業は不可欠である。

電柱に貼られている
架線の持ち主をチェックしましょう！
※古い電柱には、共同の占用者のステッカーがない場合がある。

○△共同
アンテナ

下段ステッカーが
電柱持ち主

調査 12

　バイパス道路の工事に着手したところ、産業廃棄物が埋められていたため、工事を一時中止することとなった。

道路工事（道路予定地として買収した土地に産業廃棄物が埋められていた）

原　因 対応策

・買収する土地の現状から、事前調査で産業廃棄物等の
有無を確認しておくべきだった。

　（現状は雑木林であったが、多量のゴミが捨てられて
いた）

・県の関係機関へ報告し対応を相談したところ、不法投
棄者が分からない場合は、土地の権利者（所有者等）
が処分しなければならないとの指導を受けた。

・用地買収済みであったことから、道路改良工事にて処
分費を計上し処理した。

産業廃棄物は、土地の所有者が処分しなければなりません。
事前の調査・対応をしっかり行いましょう！
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調査 13

　橋梁下部基礎工について、鋼管打ち込み杭にて設計発注したが、現場において打ち込み作業を開始したところ、
杭先端が転石にあたり打ち込み不可能となった。

橋梁工事（鋼管杭打設時に転石にあたり打ち込みができなくなった）

原　因 対応策

・火山礫等の有無についてある程度想定をしておかなけ
ればならない地域であったが、ボーリング等の調査地
点の不足と調査結果に対する評価が不十分であった。

・請負業者、設計コンサル等と協議し、プレボーリング
工法に設計変更した。

杭が転石で
入らないぞ!!

打込み
工法

プレボーリング
工法

地盤を掘削機で
先行掘削

支持基盤

火山礫が想定される地域では、十分なボーリング調査が必要です！

調査 14

　水平に開削した岩盤に重力式コンクリート橋台を岩着する計画であったが、岩盤を開削したところ、河川に向
かって亀裂を介した岩盤崩落が生じた。

橋梁工事（岩盤開削時に亀裂が生じた）

原　因 対応策

・基礎調査段階で、岩盤として亀裂の方向や深さを調査
せず、強固な岩盤として設計したことによる。

・流れ盤に影響のないところまで掘り下げ、前面に鉄骨
による骨組みもたれコンクリート擁壁を組み合わせ、
アンカー工法により掘削法面の保護を図る対策を行っ
た。

橋台

コンクリート
右岸側：開口性亀裂
（走向傾斜42度）

左岸側：閉口性亀裂
（走向傾斜42度）

亀裂

重要構造物においては、詳細な地質調査を行うことが重要です！
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調査 15 橋梁工事（未買収の用地があった）

　側道橋を新設する工事において、工事発注後に丁張り確認をしたところ、橋台の掘削影響範囲の一部が用地買収
されていなかったことに気付いた。工事発注後に用地買収を行うことになり、工事を一時中止することになった。

原　因 対応策

・橋台の施工範囲に市町境があり、他町の公図調査にも
れが生じたことによる。

・用地買収を実施し、速やかに工事再開して年度内渇水
期間に工事を完了することができた。

・公図、用地測量図等をよく照合し複数の人間で確認作
業をする必要がある。

公図は測量図と違いわかりづらいので、多重チェックをしましょう！

新設する側道橋

追加買収が必要な
河川の堤外民地

歩道

市町境

B 町A市

車道

調査 16

　現道拡幅に伴う水路工事で、内空幅３ｍ、高さ２ｍのボックスカルバートを布設する際、水路上空の電線が支障
となりクレーンによる吊り込み作業ができない状況が生じた。

区画整理工事（水路施工に伴う上空作業スペースの確認不足について）

原　因 対応策

・事前確認が不十分であったことによるものであるが、
施工方法に関して平面的な捉え方しかできなかったた
めに、現地調査においても考えが及ばなかったことが
原因である。

・仮設電柱の建柱及び電線の仮移設が必要であったた
め、作業工程を見直すとともに発注者側で直接電柱占
用者と調整を行う等早期完成に努めたが、工期を延長
することになった。

クレーン作業を伴う作業計画は現場の上空（架線）の確認を行いましょう！
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調査 17

　既存井戸の揚水管を更新する際に、揚水管の更新数量を過去の工事記録を根拠として設計したが、実施にあたり
既存の揚水管を引き上げたところ、設計数量よりも多く布設されていた。このため、設計変更の必要が生じるとと
もに、材料の納品が遅れ工期内の完了ができなくなった。

井戸工事（揚水管の更新数量の変更について）

原　因 対応策

・当時の工事関係書類を鵜呑みにし、関係者等への聞き
取り等の調査を怠ったことによる。

・設計前の現地踏査や施設改修状況の聴き取りなどを十
分に行い、確認することが必要である。

既存の資料が
あるから、簡単に
設計ができるな。

監督！
揚水管を引上げたら
設計よりも本数が
多いんですけど…

え
ぇ…

既存の資料を鵜呑みにしないで、関係者への聴き取りも必要です！

測量設計受託者と監督の認識を統一させましょう！

崩落土を地山と間違え図化

大転石と
間違えた土塊

資材運搬路計画高

延長部

当初終点

当初の土留延長

横断測量の
地山線

間違えた土塊
土留工

調査 18

　山腹工及び資材運搬路の測量設計委託を発注した。現場打合せで、崩落土と地山を区別するよう指示した。しか
し、成果品の土留工横断図は、両端部が地山に取り付いた図面だが、現地で照査したところ、崩落土であったた
め、地山まで土留工を延長することになった。
　また、資材運搬路成果品で、大転石の手前で終点にする図が出されたが、転石は土塊であったため、延長した図
面を再度作成した。（この点も現場で指示済みだった。)

治山工事（指示内容の認識違いⅠ）

原　因 対応策

・受注者の執行体制が測量部門と設計部門で分かれてお
り、連絡体制が不十分であったため、現場状況が設計
部門にうまく伝わらなかった。

・受注者と現場に行き、現状をよく説明し、手直しさせ
た。調査着手時点で、業者と現地確認や設計方針等に
ついて、確認することが重要。また、成果品と現地の
整合性を、現地で確認する必要がある。
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調査 19

　測量設計業務委託で資材運搬路の測量に伴い、水田のあぜ道に測量杭（木杭 3cm角）を設置したところ、近隣
住民から苦情が寄せられた。
　なお、あぜ道に面した田の所有者は治山施設施工地と同一人物であり、この人物からは承諾を得ていた。苦情を
寄せた人物はこれと別人であったが、自分の耕作地へのアクセスにあぜ道を利用していた。

治山工事（測量杭で苦情）

原　因 対応策

・あぜ道に杭を設置するにあたり、この道を利用する全
ての人に事前説明をしていなかった。

・改めて、あぜ道を利用すると思われる土地所有者、周
辺住民を確認し、直接訪問して謝罪と事業説明を行
い、ご理解をいただいた。

市道

測量杭

資材運搬路
計画測量

水田

あ
ぜ
道

測量杭設置にも土地使用承諾が必要です！

調査 20

　現地の公図を元に、現地立会いを行い、工事施工箇所の支障木伐採の同意を得ていたが、立会い者が現地を正し
く把握しておらず、伐採後に支障木が別の所有者のものであることが判明した。このため、伐採後に真の所有者に
土地使用承諾及び立木伐採の承諾をもらったが、所有者からは伐採前に説明してもらいたかったとお叱りを受けた。

治山工事（境界立会い者も勘違い）

原　因 対応策

・赤道と市道の錯誤に気づかず、土地所有者境界の正確
な把握ができなかった。

・公図の確認はもちろんのこと現地の状況確認や近隣へ
の聞き込みを綿密に行い、土地所有者の特定には細心
の注意を払うべきである。また、現地立会いを必ず行
うこととする。

川

施工地

赤道

B氏所有森林

A氏所有森林

A氏所有森林と
勘違いして
伐採同意した
エリア

市道

境界立会い者も境界を勘違いしていることがあるので注意しましょう！
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調査 21

　資材運搬路として使用する予定であった既設道路の通行について、道を作った個人からの使用承諾を得ていた
が、土地所有者の同意を得ておらず、土地所有者から無断使用をとがめられ、運搬路の使用を拒否されてしまった。

治山工事（道の開設者と所有者が違う）

原　因 対応策

・当該箇所は、公道や林道に接しないため民有地を通る
既設道（個人が構築した道）を使用せざるを得ない状
況にあった。また、事前に、道を構築利用する方か
ら、使用の了解を得ていた。さらに、近年他所管の工
事も含め、公共工事の資材運搬路として利用されてい
たことから、改めて土地所有者等を確認し、使用につ
いて承諾を得ることを怠った。

・このため、工事着手後に、たまたま現地を訪れた土地
所有者から無断で道を使用していることについてお叱
りを受け、資材運搬路として使用できなくなってし
まった。　

・当該トラブルについては、土地所有者から使用中止の
意向を示された後、度重なる交渉を粘り強く続けなん
とか承諾を得ることができた。

・このようなトラブルを発生させないためには、計画段
階等において実際に接触している関係者の意思のみに
とらわれず、継続工事であっても関係者に対する竣工
時の挨拶を怠ることなく、今後の土地使用に関しても
説明をしておく必要がある。　

公道

作業道

工事箇所

道路は、使用者と土地所有者が異なることがあるので注意しましょう！

調査 22

　谷地形でのカーブ設定時に、構造物を減らしたいがために曲線半径を小さくしていたら、拡幅量が大きくなり、
かえって構造物が大きくなってしまった。
　先輩の指摘により、単に曲線半径を大きくしたら、拡幅量が減り構造物が小さくなった。

林道工事（カーブ曲線半径の大小）

原　因 対応策

・地形に合わせた線形にしたいがため、曲線半径を小さ
くすることにとらわれすぎてしまった。

・先輩のアドバイスに従い、曲線半径を大きくした。林
道設計においては、一般的には、曲線半径を小さくし
た方が、地形に合いやすく土工量も小さくなるが、そ
うでない場合もあるので注意が必要である。

曲線半径を大きくすると、構造物が小さくなることがあるので、注意しましょう！

拡幅量増 拡幅量減

道
路 道

路

小
さ
い
カ
ー
ブ

大
き
い
カ
ー
ブ

山 山
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調査 23

　委託成果品検収後の工事施工段階で、線形を検討し直すことで、結果的に路側構造物が要らなくなった。

林道工事（線形変更で経済的）

原　因 対応策

・詳細設計業務委託の受託者が、十分な現地検討をする
ことなくＩＰを決定して線形を決めた。

・監督・検査時にも、成果品の線形変更までは気づかな
かった。

・線形変更を行い、経済的で効果的な線形とした。受託
者は、現地検討時に費用がかさむので、現地調査・測
量をできるだけ減らそうとする傾向にあり、このた
め、IP設定段階で図上で検討するとともに、仮IPで
は横断図は作成されておらず、現地を想像しにくいか
ら現地も確認する。

・受託者には、何回も現場に行くことになるので、嫌が
られるかもしれないが、できてから再測量させ二度手
間になるよりよい。

線形を変更すると、構造物が不要になることもあるので、良く検討しましょう！

山
山

調査 24

　県道への林道取付けに伴う県道拡幅工事において、舗装を打ち換える際に、路面に埋め込まれていた民地と国有
林の境界杭を逸散させてしまった。
　国有林を管理している森林官からの指摘で気が付き、境界杭を復元したが、相当な労力を要した。

林道工事（境界杭を逸散した）

原　因 対応策

・境界が道路内にあるはずがないとの思い込みがあった
ため、関係機関との事前調整及び工事着手前の現地確
認が不足してしまった。

・思い込みによるのではなく、しっかりと事前確認し、
関係機関等との調整を行うことが重要。

国有林 県道

境界杭

拡幅部
林道

境界杭は、しっかりと確認しましょう！
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設計 １ 道路工事（施工後の状況変化）

　現道拡幅の道路工事において、道路計画高と宅地高の高低差がある箇所を擁壁で処理した。しかし、竣工後間も
なく宅内の土地形状が変わり、擁壁の機能をはたさなくなった。

・宅地側の土地利用者が地権者と異なり、双方に工事の
時期、工事完成後の形状について、現地で確認作業を
するべきであったが、地権者への確認を怠ってしまっ
た。

・別途費用で擁壁を撤去し、地先境界ブロックを設置し
た。

原　因 対応策

地先境界ブロックで処理

宅地

完成形 竣工後１ヶ月後

境界

歩道

重力式擁壁

宅地

境界

歩道

民有地との道路の境界の形状については、工事着手前に地権者に確認をとりましょう！

設計 ２ 道路工事（カーブ区間の道路排水計画について）

　緩やかなカーブ区間の道路排水計画において、カーブ外側では排水側溝の高さが高くなり、カーブ内側では排水
側溝が低くなり水が溜まってしまい、排水できない設計となっていた。

原　因 対応策

・道路のカーブ区間において、横断勾配により変化する
側溝の敷高をチェックしていなかったことによる。

・現場での丁張り確認で設計ミスに気が付き、自由勾配
側溝を採用して排水機能を確保した。

・カーブで横断勾配が変化する区間については、側溝敷
勾配の縦断図を作成することが必要である。

道路横断勾配
道路縦断勾配

緩やかなカーブ区間の側溝は、敷高をチェックしましょう！
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　Ｌ型擁壁に隣接する管渠の設計において、施工時期や掘削範囲が別と判断し、管渠は『溝型』で安定計算し発注
した。ところが、工事は同時期の施工となったため、『突出型』による安定計算の見直しが生じた。　　　　　　
　

原　因 対応策

・発注段階で、工事担当者は設計条件と施工条件の確認
をすべきであった。

・工事は『突出型』の安定計算による管渠構造に変更し
実施した。

設計 ３ 道路工事（管渠設計時の条件確認）

本線

副道

突出型の設計

溝型の設計コンクリート90°
　巻き立て基礎

コンクリート180°
　巻き立て基礎

当初設計：青表示
修正設計：赤表示

管渠

コンクリート基礎
Ｌ型擁壁

施工年次が違っても、盛土が地山化するには数十年かかるとされています。

設計 ４ 道路工事（経済的な道路計画）

　道路の現道拡幅計画において、大規模斜面対策が必要となる道路計画となってしまった。

原　因 対応策

・将来の維持管理を考慮せず、道路線形重視の計画をし
たことによる。

・長大法面をつくらない道路線形に見直した。

盛土

計画のポイント
・長大法面をつくらない（維持管理しやすい）ようにしましょう！
・経済性を考慮して、切土≒盛土になるようにしましょう！

切土

ガードレール

当初計画

修正計画
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設計 ５ 道路工事（舗装修繕をしたのに振動・騒音の苦情が寄せられた）

　舗装の痛んでいる箇所が点在している路線の修繕工事において、損傷部のみの切削・オーバーレイを実施したた
め、舗装の繋ぎ目が多数生じ、走行性の悪い道路となった。このため、近隣住民から振動・騒音の苦情が寄せられ
た。

原　因 対応策

・経済性を重視し過ぎ、一定区間の走行性、振動・騒音
対策についての配慮がなかった。

・一定区間のオーバーレイ工を実施し、段差を解消し
た。

・合材は薄層用合材を使用した。
・局部的な舗装の状態だけではなく、全体的な状況、沿
道の状況を考慮するべき。

段差による振動が発生！！
でこぼこで
走りにくいな。

一定区間のオーバーレイエを実施

走行性・振動・騒音を考慮した修繕を行いましょう！

設計 ６ 道路工事（拡幅工事に伴う横断管渠の計画について）

　道路の拡幅工事に伴う横断管渠の継ぎ足し計画について、設計条件を確認したところ、計画の横断管渠の流量が
不足していた。また現況の横断管渠は旧基準に基づき施工されたもので、現況基準の構造基準を満たしていなかった。

原　因 対応策

・既設管渠の大きさや勾配と同様の形状で継ぎ足しの計
画をし、流下能力の検証をしていなかった。

・現況の横断管渠の設置が古いのは一目瞭然なのに、現
況基準に対する照査をしていなかった。

・流下能力不足に関しては、継ぎ足し部に勾配をもたせ
流量を確保する計画に変更した。

・既設管渠部の強度不足に対しては、躯体の補強対策工
（炭素繊維補強）を実施して対応（供用部は開削しな
い工法採用）した。

古い道路広げる道路

新設管渠
（勾配を急にして流量確保）

拡　幅

既設管渠
（余裕断面の中で補強を実施）

既存の古い構造物については現在の基準で構造・機能をチェック、対策を図りましょう！
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設計 ７ 道路工事（集水桝内の排水口の落差による騒音苦情について）

　道路排水施設の集水桝において、降雨時の水が落ちる音がうるさくて夜眠れないとの苦情が近隣住民から寄せら
れた。

原　因 対応策

・桝に接続している側溝の敷き高と集水桝の底版までの
高低差が１ｍ程度あり、垂直に落水する構造になって
いたため、降雨時の騒音が大きくなっていた。

・桝に接続する手前の一部区間を自由勾配側溝に変え、
スロープ形状に敷高を調整することで騒音の軽減を
図った。

集水桝 集水桝 自由勾配側溝

騒音 騒音解消

敷調整
コンクリート

道路沿線の状況によっては、消音対策も必要です！

設計 ８ 道路工事（市町にまたがる同一路線の舗装構造について）

　当町と隣接市とにおいて、同一路線の道路整備を計画したところ、途中に幹線道路がないにも関わらず、それぞ
れ異なる交通区分の道路計画により舗装構成が異なっていた。

原　因 対応策

・道路線形、道路幅員についてお互いに調整を図った
が、交通区分は同じとの思い込みが原因である。

・A市の工事がすでに実施中であった為、資料の提供を
受け当町も同構造で実施した。

・市町境にまたぐ路線については、道路諸元の確認が必
要である。

道路整備区間

当町

（L交通） （A交通）

Ａ市

県
道

県
道

同一路線に行政境がある場合は、道路構造について確認をとりましょう！



設
　
計

−18−

設計 ９ 道路工事（道路改良に伴い付け替えとなる農業用排水路等の引き継ぎについて）

　道路改良計画に伴い付け替えとなる農業用排水路について、工事が完了しているにも係らず、道路占用や財産の
引き継ぎ等が行われず、施設の清掃や補修等の維持管理に関する苦情や要望が道路管理者の元へ寄せられた。

原　因 対応策

・道路管理者は工事着手前に施設の引継ぎについて施設
管理者と協議をし、工事完了後は速やかに引継ぎをす
る事になっているが、圃場整備事業者との工事調整や
現場対応に追われ、必要な事務手続きが後回しになっ
たことによる。

・速やかに諸定の手続きを行った。
・施設の引継ぎについては、管理者との協議が重要であ
る。

道路区域 用水敷き

工事着手前、工事完了後の事務手続きはしっかりやりましょう！

設計 10 道路工事（縦断計画を見直したら宅地乗り入れに支障が生じた）

　走行性を良くするために峠の縦断勾配を緩やかにしたところ、一部区間で現道より低くなり宅地の乗り入れが困
難な状況が生じた。

原　因 対応策

・設計区間内の宅地の高さを確認していなかったことに
よる。

・現場を確認し、沿道に宅地が存在する地点をコント
ロールポイントにして道路と宅地の高低差をチェッ
ク、縦断計画の見直しを行った。

縦断修正区間

変更縦断
当初縦断

宅地乗り入れ部

道路計画は、現場の確認が必要です！



設
　
計

−19−

設計 11 道路工事（カーブ区間の構造物設計について）

　道路改良工事において、曲線区間見下げ部のジオテキスタイル工を実施するにあたって、丁張りを掛けたとこ
ろ、用地の範囲内に収まらないことが判明した。

原　因 対応策

・詳細設計時に、ジオテキスタイル工の施工図が作成さ
れてなく標準断面のみの設計であったため、曲線区間
でジオテキスタイルの外周境界を正確に反映していな
かった。

・県道敷きに収まるようにジオテキスタイル工の設計を
修正（施工位置及び高さ）して施工した。

№15

№16

№
17

№
18

平 面 図

買収区域に
収まらない部分

買収線（境界）
県道

横 断 図

修正設計

当初設計

A

A`

A A`

カーブ区間に構造物が計画される場合は、詳細な設計をして買収位置を決めましょう！

設計 12 道路工事（山岳部の道路排水について）

　山岳部の道路施設の点検をしたところ、道路排水用ボックスカルバートの排水落ち口部において、排水の衝撃に
より水叩きが侵食・崩壊し、道路見下げのブロック積工まで崩落しかかっていた。

原　因 対応策

・道路排水の流出先は山間の沢に向けた形状となってい
たが、集水する区間延長が長かったため集水量が多く
なり、排出時に水の落ち口部へ与える衝撃力が増大
し、道路施設本体へ影響が及んだ。

・崩壊した排水施設の復旧のほか、集水量の多い区間に
新たな排水施設を設置して道路本体の安全性の向上を
図った。

路面排水を分散させ、道路施設下流の影響を考慮しましょう！

山の斜面

増設
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設計 13 道路工事（深層混合処理工施工時における水の供給方法の検討不足について）

　深層混合処理工の施工おいて、大量の水の供給が必要である工法であるのに、設計に水の供給の検討が盛り込ま
れていなかったため、現場での水の供給検討が急務となった。

原　因 対応策

・設計業務委託に水の供給検討項目がなく、設計者から
発注側への提案もされなかった。

・設計業務委託の照査及び発注側の納品時チェック、積
算時のチェックが機能していなかった。

・最寄りの水道管から現場まで水道管を新たに敷設し、
水の供給源を確保した。

杭芯セット 貫入

貫入完了必要な水の量：100トン／日 引抜・改良材噴射 打設完了

深層混合処理
フロー

工事に必要となる給水対策も設計時に検討しましょう！

設計 14 道路工事（震災後電子基準点と中心線座標のズレについて）

　震災後の電子基準点を基に、施工済みの道路の中心線測量を実施したところ50ｃｍのズレが生じた。

原　因 対応策

・現地測量を実施した際、使用した測量成果を震災後の
電子基準点に座標変換しなかった。

・震災前の測量成果を震災後の電子基準点に座標変換し
て修正作業を実施した。

東北地方太平洋沖地震
平成23年３月11日

震災前の測量データは変換しないと使えません！
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設計 15 道路工事（浸透水による法尻崩壊の危険性について）

　道路拡幅工事完了後、新設水路脇の法尻から浸透水と思われる噴き出し現象が生じた。継続的に浸透水の噴き出
しがあるため、法尻の浸食が進行し法面崩壊の恐れがあった。

原　因 対応策

・工事完了後に実施した地質調査により、粘性土層の上
面に山側からの浸透水があることが分かった。

・既存の土水路を埋め立て新設U型水路を設置したこと
が浸透水を遮断する結果となり、新設水路脇から浸透
水が噴き出したことによる。

・山側からの浸透水を排水するため、新設U型水路の脇
に暗渠排水工設置した。

・設計段階では地質データもなく本現象を想定するのは
難しかったが、当初施工段階で浸透水を確認できれば
工事費の縮減につながった。周辺状況の現地踏査は重
要である。

⇨暗渠排水溝を設置

地下水

道路

現地をよく見て必要な地下水対策を行いましょう！

地下水が湧き出た

設計 16 道路工事（電線共同溝引込み管の分岐部における設計配慮不足について）

 本体供用管の分岐部（分岐管）と引込み管の高さが極端に違い、狭いスペースでの施工が困難な設計となってい
た。

原　因 対応策

・分岐管と引込み管の取り合い（深さ・形状・施工方法
等）について、引込み管の設計を行う電線管理者と本
体供用管（分岐管含む）の設計を行う道路設計者の間
で、事前に打ち合わせを行っていなかった。

☆電線共同溝設計のポイント
①　電線管理者へのヒアリング
②　埋設基準に準じた引込管土被り
③　本体、連系管、引込管、抜柱工事の検討

・電線管理者との設計協議にあたり、分岐管の高さを引
込管の高さと同じにすることが最善の策であるが、他
の占用管との兼ね合い及び分岐管の構造から、側溝よ
り50ｃｍ離れた位置にしか計画できなかった。

・側溝から50ｃｍの離隔をとった位置では、引込管と
分岐管の高さが違うため、その対策として引込管のソ
ケットを現地に合わせた特注品で対応した。

境界

宅地 道路

既埋設管

分岐管（当初）

特注ソケットソケット30㎝

分岐管（変更）
引込管
（既設）

共同溝の設計は電線管理者との協議が必要です！
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設計 17 道路工事（２連ボックスカルバートを修正設計前の図面で発注してしまった）

　道路改良工事におけるボックスカルバートの設計において、発注までに基準の改定があったが、見直しを行わず
発注し、工事着手後に施工者の指摘で設計ミスが判明した。

原　因 対応策

・道路土工カルバート指針の改定（Ｈ22）があり、耐
震設計の手法の明確化が記載された。指針改定に伴い
修正設計の必要があったが、工事発注にあたり設計基
準の確認をしなかった。

・改定した道路土工カルバート指針（Ｈ２２）に従い、
地震時の検討を行ったが、現形状では下隅角部の圧縮
力が許容値を超えてしまうため、補強案として下隅角
部の部材圧を厚くすることで、許容値内になることを
確認した上で施工した。

補強後補修前

•H22の改定で２連ボックス等の耐震設計においては、ハンチを設けて
　コンクリートを厚くすることになっていた。
•壁厚や鉄筋径等の変更にまで及んでないため、後付け施工で対処できた。

ハンチを設けて増厚許容圧縮力オーバー

設計 18 道路工事（迂回路の排水処理について）

　道路を横断するボックスカルバート施工のため、迂回路を設置した。迂回路施工中にゲリラ豪雨があり、迂回路
を形成する土のうが崩れてしまった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

原　因 対応策

・施工中であったため、舗装されておらず、迂回路内部
に排水が流入し、想定外の水圧がかかったのが原因。

・施工中はブルーシート等により、排水が迂回路内に侵
入することを防ぎ、大型土のうには塩ビ管等の排水施
設を設けるものとした。

・仮設構造物とはいえ背後の水抜き対策は必要である。

当初

進入

ゲリラ豪雨

落下

ブルーシート

対策

水圧

排水管

排水管

仮設工でも背後の水抜き対策は必要です！
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設計 19 道路工事（水路屈曲部の工夫について）

　道路工事を実施中、道路に隣接する用排水路において、屈曲した既設の水路にゴミ（木の枝）等が溜まってし
まうと、水路の管理者から相談があった。

原　因 対応策

・水路は道路を占用して、水路管理者が設置したもの
で、補修を重ね継ぎ足して使用していたことから、水
路形態に問題があり、ゴミが留まってしまっていた。

・水路に隅切りを設置して水の流れを良くする補修案を
用排水管理者に提案し、用排水管理者の負担により水
路の改善をした。

ここにごみが
溜まる

道路区域

水路に
隅切りを設置

道路区域

既
設
水
路

現地に適した工夫が大切です！

設計 20 道路工事（仮設道路計画箇所の軟弱地盤対策について）

　工事現場に接続する仮設道路が借地できなかったため、ルートを変更した。しかし、工事に着手したところ新
ルートの水田は超軟弱地盤であったため、仮設道路の施工が困難となった。

原　因 対応策

・現地の確認を怠り、安易に敷き鉄板の仮設道路を発注
したことによる。

・仮設道路の借地契約時に水田の状況について聞き取り
をしていなかった。

・トラフィカビリティを確保して通常の重機類による作
業が行えるようにするため、表面排水工（深さ約１m
の砕石層に透水管を配置したトレンチを葉脈状に施
工）を実施し地盤表層を乾燥させた。

新たな
仮設道路計画

表面排水工を施工

使えなくなった
仮設道路

道路計画

仮設道路でも現地調査をしっかりやって計画しましょう！

バイパス建設現場
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設計 21 道路工事（集水地形部の擁壁設計について）

　道路見下げのブロック積工の補修において、背後の地下水対策（水抜き機能の強化）を図り、水抜きパイプの径
を50ｍｍから150ｍｍに変更、かつ裏込砕石厚を40ｃｍから60ｃｍに増厚して補修工事を完了させたが、その後
の豪雨により崩壊した。

原　因 対応策

・道路は、もともと沢地形だったところを盛土してつく
られたもので、道路より15ｍも高い背後の崖の集水
区域であることが分からなかった。

・水抜きパイプのみだけでは地中に浸透して集まってく
る水を排水できず、ブロック積には水圧が作用し崩壊
した。

・集水区域の地下浸透水対策として透水管を新たに設計
した。

・万が一、水抜きパイプが目詰まりをした際も、水圧に
耐えられる重力式擁壁工を設計した。

・透水管の施工では、その施工管理が設計目的を果たす
上で重要なポイントになるため、現場で三者会議を実
施した。

沖瀬積平野
（扇状地） ブロック積擁壁

埋土

雨水（地下浸透水）

埋土

雨水（地下浸透水）

重力式擁壁
雨水

（地
下浸

透水
）

の排
除

集水管（透水管）

旧沢状地形

山地または台地等

当初設計（平面図） 修正設計（断面図）

盛土（道路）盛土（道路）

破損した原因（メカニズム）を解くにあたり人工盛土部は要注意です！

設計 22 橋梁工事（埋設されている支障物件の対応について）

　歩道橋の橋台設置箇所に隣接する既設ボックスカルバートの位置が、現地確認したところ設計より橋台側にずれ
ていたため、設計通りの基礎形状で施工できない問題が生じた。

原　因 対応策

・既設埋設物（ボックスカルバート900×900）の調
査が不十分であった（設計時点で試掘によりボックス
カルバートの位置を確認しておくべきである）。

・既設埋設物と20cmしか離隔がなく、施工不能で
あった。

・施工可能な離隔50cmの位置に杭を移動し、基礎形
状の安定を再計算しフーチングを大きくした。

・重要構造物の設計においては、試掘も含め事前調査を
詳細に行う必要がある。

プレボーリング施工に必要な間隔
500

プレボーリング工法

既
設
埋
設
物

当初設計
修正設計

拡幅部

平面図

重要構造物の設計では、埋設物の位置をしっかり確認しましょう！
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設計 23 橋梁工事（落橋防止装置シース位置の施工不良について）

　橋梁の上部工工事において、下部工の施工者が設置したシース管（ガス管）が設計通りの位置でなかったため、
落橋防止装置の設置が困難となった。

原　因 対応策

・シース管が、設計より低い位置に設置されていたこと
による。

・橋梁下部工の施工者の施工精度重要性の認識不足。

・施工のズレは高さのみで、左右にズレていなかったた
め、パラペット主鉄筋には影響なく設計とおりの位置
に削孔し直し、落橋防止装置を設置した。

・誤って設置したシース管はモルタルで充填した。

設計通りに設置した
シース管

誤って設置した
シース管
（モルタルで充填）

Φ
35

重要構造物の施工においては、最大限の管理（監督）が必要です！

設計 24 橋梁工事（基準書改定の見落しについて）

　平成16年以前に行った橋梁詳細設計の修正作業において、アンカーバーの設計を平成16年に改定になった「道
路橋支承便覧」に従わず設計してしまった。

原　因 対応策

①上部工の部材寸法・配筋を一部形状変更する設計で
あったこと。

②上部工反力は原設計に対し変わらなかったこと。
③下部工については配筋、部材寸法、構造寸法の変更は
なかったこと。

・これら①～③によりアンカーバーに作用する荷重は増
加しなかったため、アンカーバーの設計をそのままに
してしまった。

・照査技術者も本ミスに気付かなかった。

・ミスに気付いた時は下部工の工事中であったため、そ
の時点でアンカーバーの設計を修正（改定された基準
に合わせて修正）し、工事の設計変更で対応した。

従前の基準によるアンカーバー
φ28（SS400） φ44（S350N）

新基準によるアンカーバー

28
0m
m

39
0m
m

多重チェックの実施でミスを防ぎましょう！
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設計 25 橋梁工事（照明柱の取り付け部の設計ミスについて）

　横断歩道橋の施工で、照明柱が現場で設置できない事態となった。設計図面を照査した結果、照明受台部の垂直
補剛材と照明柱のベースプレートが干渉してしまっていた。

原　因 対応策

・構造寸法の不整合を見落としたことが原因である。
・ミスが発生した直接的な要因としては下記の２点であ
る。

　①設計担当者のヒューマンエラー。
　②設計検証段階での照査不足。
・また、ミスの誘因としては、主部材の構造図と照明施
設の構造図が別図面となるうえ、工場制作も別業者と
なることから業者間でのチェックもおこなわれなかっ
た点が挙げられる。

・照明柱のベースプレートに切り欠きを設け、切り欠き
によるベースプレートの補強としてリブプレートを４
枚から５枚に増やした。（下記のポンチ絵参照）

・今後の対応策として、チェックリストを活用した自己
チェックの実施を徹底すると同時に、本体と付属施設
の取り合い部の構造寸法については入念にチェックす
ることとした。

当初設計図
照明柱のベースプレート図

18
0

25

４-PL t12

350
250

４-Φ30穴

←垂直補剛材35
0

25
0

50

50
°

30

修正設計図

本体設計と付属施設設計は、よく整合を図りましょう！

設計 26 橋梁工事（橋台背面埋め戻し土の検討について）

　橋台の安定計算において、設計に採用した埋戻し土の土質定数はγ＝19KN／ｍ3、φ＝30°であった。しか
し、工事の際に実施した埋め戻し土の土質試験の結果は設計時に想定したものと異なった。

原　因 対応策

・設計時は、埋め戻し土の想定が困難だったことから、
安易に土質定数を想定し、課題を先送りにしたことに
よる。

・工事の際に、使用する埋め戻し土の土質試験を行った
結果、γ＝１５ＫＮ／ｍ3、φ＝25°となった。

・埋め戻しに使用できる現地の土の土質試験結果により
再計算を行い照査した。その結果、断面力が許容値を
超えてしまったため、背面土については購入土で行っ
た。

・設計時点で埋め戻しに使用する土砂を選別し、土質試
験を行い橋台の安定計算をしておくべきだった。

設計時想定の埋戻し土の土質定数と
現地発生土の土質定数が異なった。

A A’

・パラペット部（A-A’断面）の引張力
　が大きくなった。
・立壁は厚かったので問題なかった。

設計時に埋め戻し土砂を想定し、安定性を検討しておきましょう！
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設計 27 橋梁工事（橋梁のヒンジ支承補修について）

　東日本大震災の影響により、既設橋梁のヒンジ支承に亀裂が入り、新たなものに交換することになった。ヒンジ
支承遊間は当初設計と同じ80mmで設計したが、現地での実寸は155mmあり、施工ができなかった。

・ヒンジ支承の新設設計にあたり、現地確認を怠ったこ
とによる。

・施工者は現地照査で設計不備に気がつき、ヒンジ支承
設計を修正させ現場対応した。

・発注者も設計者も現地確認は必要不可欠であり、双方
のチェックを徹底した。

原　因 対応策

老朽化
実際はこの数字

80 → 155

遊間

橋梁

経年変化している現地状況を確認して設計しましょう！

設計 28 橋梁工事（橋梁取り付け部の取り合いミスについて）

　橋梁取り付け部の施工中、取付け道路ブロック積の丁張りを確認したところ、橋梁の計画高さと取り付け道の計
画高さが24ｃｍ違っていた。

原　因 対応策

・橋梁設計者と道路設計者の間で、高さの整合チェック
がなされていなかった。

　※橋梁と道路設計は同一会社であったが担当者が違っ
た。

・設計段階において設計者の照査、監督員のチェックが
機能していなかった。

・施工途中であったため高低差が用地の中で収まるよう
に縦断計画を修正した。

・社内での照査のあり方を改善した。
・発注者は、監督員のチェック体制を強化した。

アリエナイ
道
路

橋

24㎝
?

24㎝の
設計高低差

設計に採用する高さは、設計者間で確認が必要です！
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←かごの鉄線

材料を表記している数字は寸法ではないので注意しましょう！

仮設に使用：鉄線＃10（10番線→3.2㎜）
本設に使用：鉄線＃８（８番線→4.0㎜）

コンクリート護岸

基礎

設計 29 河川工事（ふとん籠や蛇籠に使用する鉄線の太さについて）

　護岸工で擦り付け区間に使用する蛇籠工の鉄線の太さを、施工者に間違えて指示してしまった。

原　因 対応策

・鉄線番号と実寸法の確認を怠ったことによる。
・数字の大きい方が太いと思い込んで指示した。

・施工者の指摘により間違いに気付き変更した。

設計 30 河川工事（水衝部における護岸工根入れについて）

　中州の広い河川において、豪雨による流量が増加した際は川の流れが変化し、護岸工へ直角に当たる流れとな
り、護岸工基礎部において局所洗掘をおこし護岸工が沈下、崩壊した。

原　因 対応策

・河川改修の計画時において、出水時の川の流れ・河床
の深掘れ状況について考えてなかった。

・護岸工の根入れや根固めブロック設置の有無を検討し
ていなかった。

・洪水時の川の流れに影響を与えていた砂州（堆積土
砂）を撤去した。

・護岸工は、洗掘された河床の最深部から１ｍの根入れ
を確保して復旧した。

護岸工沈下・崩壊 護岸工

××
増水時の流れ

通常の流
れ

砂州

現地の河床変動の状況を確認しましょう！
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設計 31 河川工事（護床ブロック連結金具の不備について）

　橋梁補修設計において、橋脚まわりの河床洗掘防止対策として護床ブロックの計画をした。護床ブロックは連結
することで設計を進めたが、詳細配置図に不明瞭な部分があり、施工者が護床ブロック製作時に連結金具の据付を
間違ってしまった。

原　因 対応策

・護床ブロックは形状が同じであっても、組み合わせや
配列の仕方により、連結するための金具の設置位置が
異なる。詳細配置図を添付せず発注したことによる。

・早い段階で連結金具の設置ミスが確認できたため、製
作をやりなおして対応した。

ブロックの配置図を作成し、金具の設置位置を明確にしておきましょう！

標準平型ブロックの場合

設計 32 河川工事（水路付け替え時の揚圧力対策）

　河川改修に伴う用水路の付け替え工事において、出水後に水路が浮いてしまい、水が流れないとの苦情を受け
た。

原　因 対応策

・水路設計の際に、揚圧力対策が検討されていなかった
ことによる。

・渇水期に、地下水を側溝に排水するためのウィープ
ホール（逆流防止弁型）を設置し、水路を布せ直し
た。

・断面が大きい水路においては、浸透流により水路の浮
き上がり対策（揚圧力対策）が必要となる。

L.W.L

水位により浸透する
水の流れの影響を受ける。

H.W.L

ウィープホール

浸透流による
揚圧力。　

逆流防止弁型ウィープホール

大きな水路や河川の構造物においては揚圧力の検討が必要です！
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設計 33 砂防工事（本工事と仮設工事の摺り合わせについて）

　堰堤工の工事用道路を、堰堤左岸の法面を切土して設置した。床止工施工完了後に工事用道路を撤去し、切土し
た斜面を現場発生土で復元した。ところが、その後の降雨等により、復元した斜面の土砂が崩落し、流路部が閉塞
してしまった。

原　因 対応策

・地山掘削部を盛土で復旧したことによる。 ・掘削部を再度盛土し法面安定処理を施すよりも、砂防
施設の将来の維持管理を考え、掘削法面にブロック積
を施工し、管理用道路として工事用道路を残した。

盛土して復元した斜面が崩落

管理用道路

切土部に盛土しても崩れてしまいます。計画は慎重に行いましょう！

設計 34 砂防工事（渓流保全工工事に係る補償工事について）

　渓流保全工の補償工事設計において、川の取水口と既設水路を暗渠管で繋ぐ計画としたが、管が詰まった時の清
掃ができないとの理由で用水管理者の施工同意が得られなかった。

原　因 対応策

・経済性を考慮しφ300の暗渠で計画したが、維持管
理を考えた構造になっていなかった。

・開渠に設計変更し、維持管理しやすい形状にした。
・補償工事の内容については、具体的な構造形式等を事
前に管理者へ説明し同意を得ることが重要である。

ヒューム管流路 HWL

HWL

水路

U型水路

管構造では清掃できない。

背水影響区間の高さまで
U型水路とした。

維持管理を考えて、計画しましょう！
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設計 35 砂防工事（地震で崩落した法面対策工について）

　民家の庭先の見下げ箇所において、震度６弱の地震により、長さ40ｍ、高さ10ｍ、厚み２ｍに渡る崩落があ
り、その対策として現場打ち法枠工に着手した。ところが、崩落した斜面の基面整正にとりかかったところ、部分
的に新たな亀裂が見つかり、その対策検討が必要になった。

原　因

対応策

・崩落した斜面が岩盤であり、その内部に亀裂があるこ
とを想定できなかった。

☆当初現地調査結果
・斜面の風化している所々で地下水がしみ出ていた
・崖を構成している地質は、上から表土、泥岩、風化砂岩
で形成されていた

・４分勾配の現場打ち法枠工を、亀裂を考慮した８分勾
配に変更できるか検討したが、家屋が障害となった。

・現場打ち法枠工は当初計画のままとし、補助的な対策
（抑止力対策）としてアンカー工を検討し、最も経済
的である鉄筋挿入工を採用した。

・鉄筋挿入工と現場打ち法枠工の併用で工事を無事完了
させ、現地の安定を確保することができた。

★追加の弾性波試験結果
・崩落斜面の肩から数メートルの所に斜面と平行して深さ
８ｍの亀裂があった

鉄筋挿入工
崩落前の地盤線

現場打ち法枠工

地中内の亀裂

H.W.L

現場で分かる新たな事象は、発注者、設計者と検討しましょう！

泥岩

風化砂岩

鉄筋挿入工
崩落前の地盤線

現場打ち法枠工

地中内の亀裂

H.W.L

泥岩

風化砂岩

設計 36 砂防工事（擁壁工指針の改定に伴う斜面対策工法の変更について）

　急傾斜地崩壊対策工事において、もたれ式擁壁工の設計となっていたが、発注前に平成24年７月に改定となっ
ていた擁壁工指針で安定計算をチェックしたところ、安定性が確保できないことが判明し、工法を再検討すること
となった。

原　因 対応策

・改定された擁壁工指針において、もたれ式擁壁工の安
定計算方法が変更となったことによる（８m以上のも
たれ式擁壁だったため、地震時の検討が必要となっ
た）。

・安定計算をやり直した結果、擁壁の幅が厚くなったた
め、その分、山側をカットする計画に変更した。

・地権者に変更の説明を行い、追加の借地了解を得た。
・工事は翌年発注し、無事完成した。

当初の借地幅

追加の借地

８m以上の高さのもたれ式擁壁工は地震時の検討が必要です！



設
　
計

−32−

設計 37 下水道工事（推進工事設計における地質確認不足について）

　幹線道路の直下に水道管のさや管（ヒューム管）を推進工事によって設置する工事において、立て坑設置完了後
に鋼矢板（ライナープレート）の鏡切りを行ったところ、鏡部をはずしたとたんに大量の水と砂が立て坑内に流れ
込み、立て坑前面の道路が陥没した。幸いに人的被害はなかった。

原　因 対応策

・当該現場では鋼矢板がしっかり施工され、立て坑掘削
時にたまっていた水を排除した後はドライな状態を維
持でき、掘削時にあった水は宙水状態で存在したもの
と判断した。

・設計時にボーリングデータ（土質、地下水位）から推
進管設置に適した層の判断、あるいは補助工法の採用
に対する検討が甘かったことによる。

・水が動くと被害が拡大するため、立て坑内に水がた
まった状態のまま現場周囲をバリケードで広く囲い、
推進予定位置周囲を水ガラス系の薬液注入により固結
させて、排水後、推進工事を再開し完了させた。

埋め殺し仮設材（鋼製ライナープレート） 道路陥没

推進による管

薬剤注入により
地盤を固化。

下水道工事に関わる地質調査は、しっかり行いましょう！

設計 38 下水道工事（下水管渠布設時における既存埋設占用管対策）

　公共下水道管を開削工法で布設する工事において、施工区間内には上水道・電線管・ガス管等の占用物が多数埋
設されていたため、道路台帳により占用物の埋設位置を確認して下水道管の布設位置を決定し発注した。しかし、
現地で試掘をしたところ、占用物の埋設位置と道路台帳に記載されていた位置とに差異があり、開削工法での施工
が不可能となった。

原　因 対応策

・道路台帳のみで占用物の位置を確認したことによる
（各占用物件の管理者と協議のうえ、工事完成図書等
により確認するべきであった）。

・下水道管渠布設位置を変更しても別の地下埋設物と干
渉するため、開削工法を断念し推進工法（低耐荷力圧入
方式）を採用した。結果、既に埋設されている管に支障
なく、わずかな増額で無事工期内に工事が完了した。

ガス

水道

電話

開削工法

道路

下水道管渠布
（推進工事で布設）

電気

占有管が多い場合は、事前に試掘調査をしましょう！

ガス管及びＮＴＴ電話管を避
けて開削する計画であった
が、試掘の結果、埋設位置が
ずれていて掘削幅内に埋設さ
れていた。このため、開削工
法から推進工法へ変更するこ
とになった。
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設計 39 下水道工事（砂層地盤の山留工法について）

　高さＨ＝6.0ｍの現場打ち鉄筋コンクリートＵ型水路を、市街地に新設する工事において、土留めのための親杭
横矢板工を施工中、背面土砂が流出した。

原　因 対応策

・不透水層（泥岩）が、事前のボーリング調査結果と
違って掘削床付け面より高い位置であった。そのた
め、掘削が誘因となり、不透水層上面に溜まっていた
地下水が土砂と一緒に流出した。

・現場掘削は中止し、発生土で埋め戻し、親杭・横矢板
を撤去した。

・親杭横矢板工を遮水性の高い鋼矢板工に変更した。
・鋼矢板打設前に、地下水位から１ｍ程度高い地点まで
の範囲を、水ガラス系の薬材注入により固結させ、周
辺の地盤沈下及び施工時の安全性確保を図った。

当初設計 修正設計

地下水、
砂層地盤の流出

砂層（透水層）

注入範囲

砂層（透水層）

地下水位

鋼矢板
泥岩（不透水層）

地下水位

掘削床付面▽

親杭横矢板
プレボーリング
　建込方式 プレボーリング圧入方式

地層の変化に伴う工法変更も適確に行いましょう！

設計 40

　当施工箇所には、事前に町の上水道管が埋設されていることは調査済みであり、道路横断工の施工に際し干渉す
るため水道管移設により対応することとしていた。施工前に詳細打合せを行ったところ、重要路線であり無断水工
法による移設でなければならないとされた。

水路工事（既設上水道管の移設について）

原　因 対応策

・移設工法について詳細な打合せを行わず、一般的な断
水工法で施工できると判断したことによる。

・横断工下流にある落差工の変更と併せ、横断工箇所を
満流通水（サイフォン）による水利計算により断面を
決定し、上下水道管を移設せず道路横断工を下越し施
工とした。

水道管下越移設 横断工を下越施工

当初　BOX,C 180×140 変更　BOX,C 150×100

上水道管

DIPφ150

上水道管
DIPφ150

関係機関との事前協議は早期に実施しましょう！
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設計 41

　前年度施工した植生帯の被覆部（ホーレスター）が、工事完成後にカラスに荒らされ、発芽時期になっても生育
が確認できなかった。特記仕様書に基づく緑化確認を行ったところ、不可判定となったが、施工に瑕疵は無いた
め、別途張り替えを行った。

治山工事（緑化後の鳥獣害）

原　因 対応策

・施工地は市街地に近く、カラスのコロニーが施工地に
隣接する森林内にあるらしく、工事完成直後からカラ
スの大群が施工地に来て、丸太筋工の植生帯や植生被
覆部分をつついていた（食べているとは限らない）。

・事後対策としては、ホーレスターより固い材質の植生
ネットに張り替え、防鳥対策として施工地全面に防鳥
網を設置した。

緑化工施工地が野鳥に荒らされることもあるので注意しましょう！

設計 42

　自然公園施設の材料については、景観との調和、生態系への配慮、手触り感等の理由から木材が多く使われてき
たが、木材は腐朽することから定期的に交換が必要である。このことは、費用が掛るばかりでなく再整備に際し掘
削等が生じる場合は周囲の景観および生態系に多くの影響を及ぼす恐れがある。

自然公園工事（木製構造物の改良）

原　因 対応策

・基礎部分も木材で設計している。また、木材部分を交
換しにくい構造になっている。生態系に配慮するとい
う理由で、湿原等では木材の防腐処理を行っていな
い。

・構造物に使用する材料の特性や設置する場所の条件等
を踏まえ、維持管理や耐久性を考慮した設計とする。

・山岳地域等のコンクリート運搬や施工に難のある箇所
は別として、基礎をコンクリートや二次製品の恒久的
なものとし、木材部分のみを交換しやすい構造とす
る。また、可能な限り木材に防腐処理をする。

木製階段

①基礎のコンクリート化
②木材の交換しやすい構造
③木材の防腐処理

木道

①基礎の２次製品化
②木材の交換しやすい構造
③木材の防腐処理

地山
コンクリート基礎

主柱（羽子板金具止め）

主柱

アンカー
木材の弱点は代替材で改良しましょう！
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設計 43

　木道の設置後、基礎部の沈下のほか、敷板が反りかえるものがあり、隣接する木道の敷板との間に段差が出来た
ため、つまずく危険性が発生した。

自然公園工事（木材の性質を知る）

原　因 対応策

・木材は乾燥が進むと反る性質を考慮しなかったことに
よる。

・想定以上に敷板が反ったことによる。

・木裏を上面にして施工する。
・木道間をカスガイで連結するか、反りを抑えるために
支柱を端部に設けた。材質の特性等を踏まえた設計が
重要であり、施工者にも木材の性質について指導する
必要がある。

改善例１

改善例２

段差

かすがいで連結

連結箇所を支柱に
固定し反りを止める

木裏

木表

木表

木裏

木材の性質を知り、設計施工に生かしましょう！

設計 44

　測量時に地形が急峻で危険なため、「測点間が近い場合、同一横断を使用し図化して良い」と指示した。
受託者は測量時に数メートル離れた複数測点を同一断面で表現し、地形が違っても同一横断としたため、現地と異
なる図面となった。

林道工事（指示内容の認識違いⅡ）

原　因 対応策

・監督員が現地で指示した「同一横断を使用する測点
間」の距離が、監督員の考えと受注者の代理人の受取
形で、隔たりが大きかった。

　このため、地山の形が違っても同一横断で作図し、現
地と異なる図面となった。

・今事例の対応は、作成例を示して再作図させること
で、分かり易い成果品となった。

・今後は、具体的な数字や例を揚げて打合せを行い、発
注者の意図が受託者に伝わるようにする。

No.1?

図面

BC点 ?

測量設計受託者と監督の認識を統一させましょう！
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設計 45

　林道の開設要望から数年を経過し、全体計画調査時の地権者説明会では、反対意見が無かったにも拘らず、林道開
設工事の測量設計終了後において、山林所有者から林道の設置を拒否され、林道の線形を変えざるを得なかった。

林道工事（土地使用の事前承諾）

原　因 対応策

・地権者が林道開設要望書に署名後約10年経過してい
た。

・地元説明会に出席していないので、後日資料を送付し
ていた。

・全計調査では特に問題はなかった。
・現地測量着手時に特に異議は出なかったので、詳細設
計後に同意書を取得する予定でいた。

・現地等において、説明や要望に沿う線形等を示したが
同意が得られず、当事者の土地を通過しない線形に変
えた。

・測量着手前に、直接森林所有者全員の意向の確認をす
ることが重要。

変更?!

ダ
メ
！

過去の要望署名だけでなく、土地使用承認は必ず取りましょう！

設計 46

　林道2級相当の作業道開設を補助事業で実施した現場でした。定期異動により担当となった時点では、すでに測
量設計委託は完成していた。事業主体により、開設に伴う支障木や潰れ地も、現地で所有者に対して説明済みだ
が、念のため設計と現地を照合してみると、支障木や潰れ地が事業主体が所有者に対して説明したものよりもはみ
出す部分が数箇所出てくることが判明し、このままでは実施できない状況となった。
　このため、該当する複数所有者に対し、再度事業主体が説明を試みた結果、最初の説明以外では同意しない所有
者などがいて、事業主体ではお手上げ状態となった。

林道工事（支障木範囲は正確に）

原　因 対応策

・事業主体は、工事、特に設計図書に対する見方などの
経験が不足していた。現地説明のクレームを避けるた
め、潰れ地等を少なめに説明したのではないかと推定
される。

・完成した成果品による支障木・潰れ地での再交渉は、
事業主体と土地所有者の関係悪化により事業中止が懸
念された。今回は、地形に沿った作業道開設であるた
め、大きな切盛はないことから、事務所担当者が、現
区域で開設可能となるように修正設計を行い、同意取
得範囲で事業用地を収めることができ実施できた。

山

×
⬇

実施で潰れ地が広がると同意が得られないので、注意しましょう！
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施工 １ 道路工事（豪雨等による掘削法面の崩壊について）

　道路見上げのブロック積工において、掘削完了間近に降った豪雨により、掘削面が崩壊し、土砂が現道に流出し
て通行止めになった。

原　因 対応策

・設計の全延長を掘削したことで、広い面積の切土面を
長期間にわたり露出させてしまったことによる。

・崩壊斜面部や沢水の落ち口は大型土のうで養生し、人
員を増やして工事を速やかに完成させた。

・現場状況や気象条件などによるリスクを予測し、分割
施工にて斜面崩壊を回避すべきであった。

地山斜面
雨水

掘削面

施工中
ブロック積

一気に掘削した際のリスクを考えましょう！

施工 ２ 道路工事（施工中におきた法面の土砂崩落について）

　道路改良工事における見上げ法枠工を２段で施工する現場において、上段の法枠工が完了後、下段法枠工の掘削
作業を実施していたところ、法尻まで掘削が完了した時に法肩が崩落した。

原　因 対応策

・梅雨時の掘削作業であったため、水分を多く含んだ土
砂が安定を欠き崩落に繋がった。

・崩落した部分の法面を、上段の法枠工法面に合わせて
整形し、法枠工を実施した。

・施工中の安全性確保、工事の作業手順、法枠工の品質
確保などについて、施工時期を考慮し施工計画を立て
ることが重要である。

道路

1：1
.0　

SL
=3
.0m

SL
=5
.0m

1：1
.0　

SL
=5
.0m

法枠工

崩落

2.0m

施工時期を考慮し、施工計画を考えましょう！

SL
=3
.0m
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施工 ３ 道路工事（間知ブロックの積み方について）

　道路見上げ斜面の法覆工において、間知ブロック（控え35cm）を使用したコンクリートブロック積工を発注し
たが、現地へ行ってみると、布積みによって施工されていた。（布積みは構造的に弱いとされており、道路擁壁で
は谷積みが基本構造となっている。）

・間知ブロックは谷積みで施工するのが当たり前と思い
込んでしまい、施工者に積み方を確認していなかっ
た。

・施工者が土木工事共通仕様書を理解していなかった。

・施工者の責任により積み直しを行った。
原　因 対応策

布積み
谷積み

道路

施工方法は思い込みで進めず、監督員に相談しましょう！

施工 ４ 道路工事（法枠工事の出来高管理について）

　道路改良工事の法面工において、吹付法枠工を施工し、出来形管理として展開図を作成していた。その展開図は
全体の法枠延長を計測し枠交点の数に枠断面寸法を乗じ延長を控除することとしていたが、法枠の出来高不足を起
こしてしまった。

原　因 対応策

・法枠が四角形（正方形）の場合は特に問題とならない
が、端部等で法枠が三角形になる場合がある。この場
合に、設計断面寸法が確保できていないにもかかわら
ず延長に含めた管理をしたため出来高不足を起こし
た。

・法枠の設計断面が確保できている部分のみの延長とす
る。

道路

吹付法枠工

鉄筋が配置されて
いない部分は
控除した。

現場の形状に適した管理を工夫しましょう！

赤線で出来高管理
をした。
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施工 ５ 道路工事（岩盤露出時の対応について）

　道路改良工事における路床置換工において、一部の区間で岩が露出したが、施工者は設計通りの深さで掘削して
しまった。

原　因 対応策

・設計通りにやればいいという現場代理人の判断に誤り
があった。

・掘削中に土質が変化した時の対応を、監督員が現場代
理人に伝えていなかった。

・当初設計通り、路床置換工を実施した。なお、岩掘削
及びその部分の路床置換工の費用については施工者が
負担した。

・「設計で想定していない事が現場では起きる」ことを
現場代理人に理解させ、状況変化時には連絡・相談を
するように改めさせた。

岩線
岩盤

設計深

現場は設計通りになりません。
適切な対応を図りましょう！

施工 ６ 道路工事（盛土工事の急速施工による異常について）

　丘陵地のバイパス道路の工事において、冬季に路体盛土（高さ0～５ｍ程度）、路床工、下層路盤工、排水工を
施工し、春先に完了した。その後、盛土部全体が降雨で徐々に沈下をはじめ、側溝が波うち、下層路盤がくぼんで
しまった。その後、梅雨があけてから沈下現象は収束した。

原　因 対応策

・地質調査を行わず、形状の複雑な丘陵地で急速施工し
たことによる。

・道路隣接者の方々の用地協力を得て、法脚部に盛土を
行い補強、沈下の抑制を図った。

・側溝の撤去・再設置及び下層路盤材の補足施工を行っ
た。

・くぼ地になっていた箇所は、沈下を想定し、プレロー
ドの実施を検討するべきであった。

圧密沈下

押え盛土
↓

押え盛土
↓

地質調査不足

軟　弱　地　層

地形の変化する場所は、追加の地質調査も検討しましょう！

道路区域
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施工 ７ 道路工事（仮設資材が推進工事の妨げになった）

　バイパス道路の道路排水施設として、直径１ｍの管を地下７～１２ｍに構築するため刃口推進工事を実施した。
推進管が到達立抗に達し、マンホールに接続する直前で、管の推進が困難となり、推進の圧力を上げるとマンホー
ルがきしみだす状況となってしまった。

原　因 対応策

・別工事にて立抗を設置した際、ライナープレートの内
側に設置した支保工の部材（Ｈ鋼材）が置き去りに
なっていたため、Ｈ鋼材がマンホールと推進管の間に
挟まった状態となってしまったことによる。

・立抗施工業者の責任により、ライナープレートの外側
を開削して、H鋼材を撤去した。

・開削した部分の推進管には３６０°巻きたてコンク
リートを施工し、開削したことにより推進管に生じる
土圧及び輪荷重に耐えられる構造とした。

推進管

ライナープレート はさまった！

埋め戻し時の確認をしっかりやりましょう！

施工 ８ 道路工事（乗り入れ口の調整）

　見下げ部分にブロック積が計画された道路改良工事で、先に施工したブロック積の前面に、後から見下げの田畑
への乗り入れ口を施工することになり、不経済な工事となってしまった。

原　因 対応策

・見下げの田畑への乗り入れ部の位置について、隣接地
主と現地で確認することなく施工してしまったことに
よる。

・乗り入れ口と重なるブロック積については、単費で精
算することにした。

・田畑への乗り入れ位置については、現地において隣接
地主に対し十分説明することが必要である。

隣接する土地の所有者には現地で確認してもらいましょう！

後づけ予定
道路


